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▼
増
税
し
か
し
て
こ
な

か
っ
た
自
民
党
政
府
の
罪

は
大
き
い
▼
テ
レ
ビ
や
新

聞
な
ど
の
オ
ー
ル
ド
メ

デ
ィ
ア
が
食
品
や
生
活
用

品
な
ど
の
価
格
高
騰
を
さ

も
大
き
な
問
題
の
よ
う
に

取
り
上
げ
て
い
る
が
、
物

価
高
よ
り
問
題
な
の
は
４０

年
間
も
の
間
日
本
経
済
の

成
長
を
妨
げ
続
け
て
い
る

経
済
政
策
で
は
な
い
か
▼

世
界
中
に
経
済
損
失
を

与
え
た
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
で
さ
え
実
質
民
間
消

費
支
出
の
減
少
額
は
４
・

１
兆
円
。
そ
れ
に
比
べ
て

消
費
税
を
５
％
に
引
き
上

げ
た
１
９
９
７
年
は
７
・

５

兆

円
、

８

％

に

増

税

し
た
２
０
１
４
年
は
１０
・

６
兆
円
、
そ
し
て
コ
ロ
ナ

禍
で
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
て
い
る
に
も
関

わ
ら
ず
１０
％
に
増
税
し

た
２
０
１
９
年
に
は
１８
・

４
兆
円
に
実
質
民
間
消
費

支
出
が
減
少
し
て
い
る
▼

庶
民
を
苦
し
め
る
逆
進
性

を
持
っ
た
消
費
税
は
今
す

ぐ
廃
止
す
べ
き
だ
▼
消
費

税
を
廃
止
す
れ
ば
諸
費
が

増
え
経
済
が
回
り
デ
フ
レ

か
ら
イ
ン
フ
レ
に
転
換
し

法
人
所
得
も
個
人
所
得

も
増
え
る
は
ず
▼
そ
も
そ

も
目
的
税
で
は
無
い
消
費

税
な
の
に
「
消
費
減
税
を

す
れ
ば
社
会
保
障
費
が
減

る
」
と
い
う
大
嘘
を
つ
き

続
け
る
政
府
と
政
府
の
嘘

を
煽
り
続
け
る
オ
ー
ル
ド

メ
デ
ィ
ア
に
騙
さ
れ
な
い

よ
う
に
し
た
い
。  

（
Ｈ
）

　

総
務
省
官
僚

の
現
職
・
久
元

市
長
は
、
自
民

党
政
権
の
後
押

し
を
受
け
神
戸

市
長
に
就
任
し

ま
し
た
。
以
来

３
期
１２
年
の
市

政
運
営
は
、
歴

代
自
民
党
政
権

の
政
策
に
追
随

し

て

き

ま

し

た
。　

　

都
心
・
三
宮

巨
大
開
発
や
大

阪
湾
岸
道
路
、

国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港
湾

に
神
戸
空
港
国
際
化
な
ど

財
界
・
大
企
業
の
た
め
の

大
開
発
、
市
民
の
公
園
等

の
公
有
地
を
民
間
大
企
業

に
差
し
出
す
な
ど
、
企
業

の
利
益
最
優
先
の
放
漫
財

政
を
続
け
て
い
ま
す
。
一

方
、
市
民
の
暮
ら
し
に
対

し
て
、
物
価
高
騰
の
な
か

で
公
共
料
金
値
上
げ
や

サ
ー
ビ
ス
の
削
減
、
下
水

道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

は
後
回
し
。
給
食
費
の
無

償
化
や
、
自
ら
公
約
に
掲

げ
た
子
ど
も
の
医
療
費
無

料
化
に
も
背
を
む
け
た
ま

ま
で
す
。

　

ま
た
、
憲
法
集
会
の
後

援

拒

否
、

自

衛

隊

へ

の

デ
ー
タ
で
の
名
簿
提
供
、

そ
し
て
、
非
核
「
神
戸
方

式
」
５０
周
年
を
迎
え
た
今

年
３
月
に
ア
メ
リ
カ
艦
船

「
ウ
ォ
ー
リ
ア
」
の
非
核

証
明
書
な
し
で
の
入
港
な

ど
、
ア
メ
リ
カ
い
い
な
り

日
米
軍
事
同
盟
絶
対
の
態

度
で
平
和
行
政
を
壊
し
続

け
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
１０
月

１２

日

告

示
、

２６

日

投

票

で
、
神
戸
市
長
選
挙
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

民
商
・
兵
商
連
も
加
入

す

る
「
市

民

に

あ

た

た

か
い
神
戸
を
つ
く
る
会
」

は
、
「
市
民
の
願
い
が
か

な
う
、
神
戸
市
政
に
転
換

し
よ
う
」
と
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
兵
庫

県
労
働
組
合
総
連
合
・
事

務
局
長
の
岡
崎
ふ
み
の
り

さ
ん
を
市
長
候
補
に
擁
立

し
、
「
１０
・
２６
神
戸
を
変

え
よ
う
」
と
、
宣
伝
・
対

話
を
広
げ
て
い
ま
す
。

中
小
業
者
支
援

こ
そ
！

　

９
月
１６
日
に
開
か
れ
た

兵
商
連
第
３
回
常
任
理
事

会
に
参
加
し
た
岡
崎
ふ
み

の
り
さ
ん
は
、
「
賃
上
げ

支
援
金
と
し
て
１
人
１０
万

円
、
中
小
事
業
者
を
し
っ

か
り
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

き

た

い
。

参

議

院

選

で

多
く
の
市
民
が
要
望
し

た
『
消
費
税
減
税
』
は
、

た
だ
ち
に
実
施
で
き
る
よ

う
、
神
戸
か
ら
声
を
あ
げ

よ
う
」
、
「
中
小
業
者
の
皆

さ
ん
が
元
気
で
こ
そ
、
神

戸
経
済
が
生
き
生
き

と
し
、
雇
用
も
増
え

る
。
市
民
の
声
を
聞

き
、
希
望
あ
ふ
れ
る

神
戸
に
し
て
い
き
た

い
。
応
援
、
お
願
い

し
ま
す
」
と
決
意
を

語
り
ま
し
た
。

　

９
月
２３
日
午
前
１０

時
か
ら
県
学
校
厚
生

会
館
で
開
い
た
決
起

集
会
に
は
、
１
１
０
人
以

上
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

保
育
の
問
題
、
三
田
市

民
病
院
と
済
生
会
病
院
の

統
合
問
題
、
返
済
不
要
の

奨
学
金
の
創
設
な
ど
、
参

加
者
か
ら
切
実
な
要
求
が

語
ら
れ
ま
し
た
。

　

「
告
示
ま
で
に
し
っ
か
り

音
の
出
る
宣
伝
も
し
、
構

成
員
対
話
を
広
げ
よ
う
。

ラ
イ
ン
公
式
に
ま
ず
登
録

し
、
多
く
の
友
だ
ち

に
拡
散
を
」
と
行
動

の
意
思
統
一
。
閉
会

の
あ
い
さ
つ
を
行
っ

た
医
師
の
藤
末
衛
さ

ん
は
、「
３０

年

前
の

神
戸
の
苦
し
み
を
知

ら
な
い
市
長
、
ア
メ

リ
カ
と
大
企
業
言
い

な
り
の
市
長
は
い
ら

な
い
。
岡
崎
さ
ん
を

市
長
に
押
し
上
げ
よ

う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　みなさん、こんにちは。神戸市長選挙に挑戦します、岡崎ふみ

のりです。

　いまの神戸、市民のみなさんの声が本当に届いているでしょうか。

　物価がどんどん上がり、家計は苦しくなる一方、水道料金の値

上げや市バスの便は減らされ、国保料は引き上げられました。「普

通に暮らすことさえ大変」――そんな声を、私はあちこちで聴い

てきました。

　それなのに神戸市政は、市民の声に耳を傾けず、大企業のもう

けや国の言いなりで、大型開発に税金をつぎ込むことばかりです。

　三宮大開発やウォーターフロント、空港の国際化に巨額のお金

を使いながら、子どもや高齢者の願いには背を向けています。こ

んな市政を、このまま続けていいのでしょうか。

　私は、神戸を「市民にあたたかいまち」に変えたい。子どもが

伸び伸びと育ち、安心して医療が受けられる。

　若者が将来に夢をもち、働きながら希望を描ける。年をとって

も、交通手段や医療で困らず、地域で支え合いながら暮らせる。

そのためにこそ、税金の使い方を根本から切り替えるときです。

　神戸はもともと、多様な人が集い、力を合わせて築きあげてき

たまちです。阪神・淡路大震災から 30 年、復興を進めてきたの

も市民の力でした。

　だから私は信じています。市民の声を聴き、市民とともに歩む

市政に変えれば、神戸は必ず新しく、力強く生まれ変わります。

　戦争に協力するのではなく、平和を守り抜くまちに。一部の利

益のためではなく、すべての市民が「ここに住んでよかった」と心

から思えるまちに。

　私はその先頭に立ち、みなさんと一緒に「あったかい神戸」を

実現していきます。

　どうか力を合わせてください。神戸を変えることができるのは、

市民のみなさんの声と一票です。その一票で、未来を切り開きま

しょう。どうぞよろしくお願いいたします。

“飛び出す”市役所から市民の中へ

経
歴
／
１
９
６
８
年
12
月
19
日
生
ま
れ
。

２
０
２
１
年
神
戸
市
長
選
立
候
補
。
兵
庫
県
労
働

組
合
総
連
合
事
務
局
長
。
中
央
区
港
島
中
町
在
住
。

【
岡
崎
ふ
み
の
り
】

兵商連第３回常任理事会（９月１６日）

あ
っ
た
か
神
戸

９
・
２３
決
起
集
会

◦中小業者への直接支援を創設し
てください。

◦賃上げを実施した市内中小業者
に対する支援制度をつくってく
ださい。

◦国保制度が都道府県化に移行し
た後も、神戸市独自の条例減免
制度を継続してください。

◦こうべおうえん融資の全額信用保
証料補助を継続してください。

私たち中小業者の要望
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一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
う
美
容
室
　

倉
敷
民
商
弾
圧
事
件
、

 

「
禰
屋
町
子
さ
ん
は
無
罪
」

連
帯
し
た
行
動
で
、

　
　
　
民
商
を
知
ら
せ
よ
う

　

阪
神
岩
屋
駅

か
ら
東
へ
徒
歩

５
分
の
と
こ
ろ

に
、
髪
質
改
善

の
隠
れ
家
サ
ロ

ン
「
ｈ
ａ
ｉ
ｒ

　

ｆ
ｏ
ｒ　

Ｂ

ｒ
ｉ
ｏ‘
ｓ
（
ヘ

ア
ー
フ
ォ
ー
ブ

リ
コ
ス
）
」

が

あ
り
ま
す
。
開

業
し
て
１３
年
。

お

店

の

強

み

は
、
顧
客
の
希
望
や
悩
み

に
寄
り
添
い
、
カ
ウ
ン
セ

リ

ン

グ

を

通

じ

て
、

カ

ラ
ー
や
パ
ー
マ
、
エ
イ
ジ

ン
グ
等
に
よ
る
髪
の
ス
ト

レ
ス
改
善
、
質
を
優
先
し

た
施
術
が
地
元
の
方
々
に

も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

「
民
商
と
は
独
立
前
の

お
店
か
ら
の
付
き
合
い
で

す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
営
業
が

出
来
な
い
時
、
支
援
金
な

ど
の
手
続
き
を
助
け
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
契
機

に
経
営
の
こ
と
を
勉
強

hair for Brico’s

神戸元町大丸前宣伝

淡路・洲本イオン前宣伝

姫路駅前宣伝

し
、
念
願
の
夢
で
あ
っ
た

自
分
の
お
店
を
持
つ
こ
と

が
出
来
ま
し
た
」
と
渡
邊

さ
ん
。

　

「
美
容
業
界
で
は
独
立

し
た
方
が
自
由
な
働
き
方

と
生
活
の
安
定
に
つ
な
が

る
の
で
は
。
こ
れ
か
ら
も

地
域
の
お
客
さ
ん
に
愛
さ

れ
る
店
を
め
ざ
し
頑
張
り

ま
す
」
と
抱
負
を
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

（ヘアーフォーブリコス）

　

９
月
１４
日
の
神
戸
西
ブ

ロ
ッ
ク
の
宣
伝
は
、
須
磨
民

神
戸
西
ブ
ロ
ッ
ク

宣
伝
カ
ー
運
行

神
戸
東
ブ
ロ
ッ
ク

宣
伝
行
動

拡
大
リ
レ
ー
も
開
始

商
４
人
、
垂
水
民
商
２
人
、

神
戸
西
民
商
３
人
、
神
戸

北
４
人
、
県
連
１
人
の
計

１４
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

民
商
宣
伝
カ
ー
５
台
が
各

区
ご
と
に
地
図
で
回
る

と
こ
ろ
を
決
め
、
宣
伝

カ
ー
を
運
行
。「
消
費
税
・

イ
ン
ボ
イ
ス
の
こ
と
は

民
商
へ
」
と
皆
で
協
力

し
て
地
域
に
民
商
の
風

を
吹
か
せ
ま
し
た
。

　

神
戸
東
ブ
ロ
ッ
ク
は

１５
日
、
商
店
街
宣
伝
を

実
施
し
、
灘
、
葺
合
、

兵
庫
、
県
連
か
ら
５
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
宣

伝
は
各
区
の
台
所
、
水

道
筋
商
店
街
、
大
安
亭
商

店

街
、

春

日

野

道

商

店

街
、
東
山
商
店
街
、
マ
ル

シ
ン
市
場
で
行
い
、
参
加

者
は
民
商
の
宣
伝
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
１
０
０
０
枚
配

布
し
、
「
経
営
の
相
談
は

民
商
へ
」
と
商
店
街
の
お

店
で
対
話
。
同
時
に
県
連

宣
伝
カ
ー
も
運
行
し
、
商

店
街
に
民
商
の
存
在
を
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

阪
神
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
三

田
民
商
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

　

三
田
民
商
は
読
者
１

人
、

署

名
３０

人

分

を

集

め
、
芦
屋
民
商
に
引
継
ぎ

ま
し
た
。
「
兵
商
連
の
新

し
い
試
み
、
ブ
ロ
ッ
ク
で

の
『
拡
大
リ
レ
ー
』
。
成

功
に
む
け
頑
張
り
ま
し
ょ

う
」
と
。
バ
ト
ン
を
渡
し

ま
し
た
。
芦
屋
民
商
は
読

者
１
人
を
増
や
し
、
宝
塚

民
商
に
バ
ト
ン
を
渡
し
ま

し
た
。
「
会
長
と
事
務
局

長
が
先
頭
に
立
っ
て
拡
大

リ
レ
ー
を
成
功
さ
せ
よ

う
！
」
と
次
の
民
商
へ
の

エ
ー
ル
を
送
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

神
戸
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、

神
戸
西
民
商
は
読
者
１

人
、
青
年
部
員
１
人
を
増

や
し
、
垂
水
民
商
へ
。

 

東
播
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、

　

明
石
民
商
は
役
員
会
で

署
名
を
４４
人
分
集
め
、
次

の
三
木
民
商
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
。
「
『
泉
ふ
さ
ほ
さ

ん
に
託
し
ま
す
』
と
表
紙

を
つ
け
た
署
名
セ
ッ
ト
を

６
０
０
つ
く
り
、
役
員
に

は
５
セ
ッ
ト
ず
つ
持
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
３
日
の

理
事
会
で
役
員
か
ら
署
名

を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
」
と
取
り
組
み
の
報

告
が
届
き
ま
し
た
。

　

西
播
・
但
馬
・
淡
路
ブ

ロ
ッ
ク
で
は
、
姫
路
民
商

は
読
者
・
会
員
・
共
済
加

入
者
を
増
や
し
、
揖
宍
民

商
へ
バ
ト
ン
を
渡
し
ま
し

た
。
揖
宍
民
商
は
役
員
会

で
新
し
い
統
一
署
名
を
皆

で
書
き
、
署
名
３０
人
分
を

集
め
次
の
相
生
民
商
へ
。

「
お
待
た
せ
し
ま
し
た
」
と

バ
ト
ン
を
渡
し
ま
し
た
。

　

兵
青
協
は
８
月
３１
日
、

第
５０
回
定
期
総
会
を
開

き
、
３７
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
石
橋
亮
副
会
長
が
主

催
者
の
あ
い
さ
つ
を
行

い
、
兵
商
連
土
谷
洋
男

会
長
、
日
本
共
産
党
の

庄
本
え
つ
こ
県
議
会
議

員
が
連
帯
の
あ
い
さ
つ

を
行
い
ま
し
た
。

　

活
動
報
告
・
運
動
方

針
の
提
案
を
、
吉
田
優

一

会

長

代

行

が

プ

ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
っ
て

昨
年
の
取
り
組
み
を
報

告
。
そ
し
て
「
今
秋
に

全
青
協
５０
周
年
ウ
エ
ル

カ
ム
企
画
が
開
か
れ
ま

す
。
青
年
部
の
こ
と
を

知
っ
て
も
ら
え
る
絶
好
の

機
会
で
す
の
で
、
み
ん
な

で
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
」

と
訴
え
ま
し
た
。
分
散
会

で
は
、
「
子
ど
も
が
喜
ぶ

企
画
が
多
い
の
で
、
ま
だ

参
加
し
て
い
な
い
人
に
も

声
を
か
け
た
い
」
「
県
青

協
の
会
議
に
参
加
し
て
い

な
い
民
商
に
参
加
を
呼
び

か
け
よ
う
」
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
役
員
を
代
表
し
、
石

橋
会
長
が
「
会
長
と
事
務

局
長
が
新
し
く
な
り
、
こ

れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た

も
の
は
引
き
継
ぎ
な
が

ら
、
多
く
の
人
か
ら
意
見

を
い
た
だ
い
て
、
さ
ら
に

青
年
部
活
動
を
も
り
上
げ

て
い
き
た
い
。
今
年
１
年

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

総
会
方
針
案
を
満
場
一

致
で
採
択
し
、
運
動
の
先

頭
に
立
つ
新
役
員
を
選
出

し
ま
し
た
。

さ
ら
に
青
年
部
活
動
を
盛
り
上
げ
よ
う

【
兵
青
協
第
50
回
定
期
総
会
】

　

事
件
発
生
か
ら

１１
年
、
倉
敷
民
商

弾
圧
事
件
、
禰
屋

裁
判
差
し
戻
し
審

は
、
「

さ

ぁ
、

次

は
弁
護
人
側
の
証

人
」
だ
っ
た
は
ず

が
、
検
察
の
執
拗

な
証
拠
書
類
の
提

出
が
続
き
、
公
判

の
予
定
が
立
っ
て

い

な

い

状

況

で

す
。

　

「
早
く
公
判
日

程
を
決
め
、
弁
護
側
の
承

認
を
」
、
「
立
証
計
画
に
失

敗
し
た
検
察
を
、
裁
判
所

は
擁
護
す
る
な
」
、
「
禰
屋

さ
ん
は
単
な
る
参
考
人
。

無
罪
判
決
を
早
く
出
し

て
」
と
、
全
国
各
地
で
岡

山
地
裁
要
請
が
強
ま
り
、

支
援
の
輪
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。

　

倉
敷
民
商
弾
圧
事

件
無
罪
を
勝
ち
と
る

兵
庫
の
会
は
、
９
月

２
日
を
中
心
に
、
全

県
一
斉
宣
伝
を
呼
び

か
け
、
１３
カ
所
、
３１

団

体

９４

人

が

参

加

し
、
７
０
０
枚
以
上

の
ビ
ラ
を
地
域
に
配

布
し
ま
し
た
。

　

東
灘
区
阪
神
魚
崎

駅
前
で
は
、
「
高
校
生
ぐ

ら
い
の
若
者
が
チ
ラ
シ
を

と
っ
て
く
れ
た
」
と
。
神

鉄
鈴
蘭
台
駅
前
で
は
、「
わ

ざ
わ
ざ
車
か
ら
降
り
て
ビ

ラ
を
受
け
取
り
に
来
た
人

も
い
た
。
『
警
察
、
検
察

は
嘘
つ
き
』
と
通
り
過
ぎ

た
方
も
い
た
」
と
報
告
も
。

　

兵
庫
の
会
で
は
、
禰
屋

　

政
府
は
昨
年
、
物
価
高

騰
対
策
を
名
目
に
所
得
税

３
万
円
と
住
民
税
１
万
円

の
定
額
減
税
を
実
施
。
税

額
か
ら
減
税
し
切
れ
な
い

額
は
給
付
で
対
応
す
る
と

し
ま
し
た
。
白
色
申
告
事

業
専
従
者
と
青
色
申
告
の

一
部
事
業
専
従
者
は
不
足

額
給
付
の
対
象
で
す
が
、

支
給
要
件
の
確
認
・
申
請

が
必
要
で
す
。

　

相
談
は
民
商
へ
。

　

参
議
院
選
挙
で
多
く
の

国
民
が
望
ん
だ
消
費
税
減

税
。
税
金
の
民
商
が
先
頭

に
立
ち
、
会
員
か
ら
地
域

の
中
小
業
者
、
市
民
へ
と

対
話
を
広
げ
、
実
現
を
切

り
開
く
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

力
を
合
わ
せ
奮
闘
し
ま

し
ょ
う
。　
　
　
　

（
Ｎ
）

町
子
さ
ん
を
招
き
、
各
地

で
集
会
を
開
く
な
ど
、
次

の
取
り
組
み
も
計
画
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
事
件
は
え
ん
罪
で

す
。
禰
屋
さ
ん
の
無
罪
を

勝
ち
と
る
た
め
、
力
を
合

わ
せ
ま
し
ょ
う
。


